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【問合せ先】


青森県健康福祉部保健衛生課　℡017-734-9215  fax 017-734-8047





（「個人及び一般家庭・コミュニテイ・市町村における感染対策に関するガイドライン」から抜粋）








家庭や個人で出来る対策


◎新型インフルエンザに対する対策は通常のインフルエンザ対策の延長線上にあります。


「咳エチケットを守る」「体力や免疫力を高めて、感染しにくい状態を保つ」「麻しんや通常のインフルエンザの予防接種をうけておく」などが大切です。


◎パンデミックのときには、感染者への自宅待機の要請、学校の閉鎖、集会や外出の自粛の要請などが行われ、企業勤務体制も変更される可能性があります。このような場合の対応について、家庭内で、よく相談しておきましょう。





知っていますか？新型インフルエンザ


新型インフルエンザウイルスとは、動物、特に鳥類のインフルエンザウイルスが人に感染し、人の体内で増えることができるように変化し、人から人へと効率よく感染できるようになったもので、このウイルスが感染して起こる疾患が新型インフルエンザです。　新型インフルエンザウイルスはいつ出現するのか、誰にも予測することはできません。人間界にとっては未知のウイルスでほとんどのヒトは免疫を持っていませんので、容易に人から人へ感染して広がり、急速な世界的大流行（パンデミック）を起こす危険性があります。�








◎日用品


カセットコンロ・ガスボンベ、トイレットペーパー、テッシュペーパー、洗剤、シャンプー・リンス、生理用品、ビニール袋����





◎対インフルエンザ用品


マスク、ゴム手袋（破れにくいもの）、水枕・氷枕（頭やわきの下の冷却用）、漂白剤（次亜塩素酸：消毒効果がある）消毒アルコール





◎医療品


常備薬（胃薬、痛み止め、その他持病の処方薬）、絆創膏（大・小）、ガーゼ・コットン（滅菌とそうでないもの）、解熱鎮静剤（アセトアミノﾌｪンなど）薬の成分によっては、インフルエンザ脳症を助長する可能性があるので購入時に、医師・薬剤師に相談してください。





◎食糧　　　


米、乾麺類（そば、ソーメン、うどん等）、切り餅、コーンフレーク・シリアル類、乾パン、各種調味料、レトルト・フリーズドライ食品、冷凍食品、インスタントラーメン、缶詰、菓子類、ミネラルウオーター、ペットボトルや缶入りの飲料








食糧や日用品などを備蓄しておきましょう　　－最低2週間、できれば８週間分が必要です!－�


パンデミックは、日本だけではなく、海外でも同時に発生しますので、海外で流行すれば、輸入が減少したり停止することで、生活必需品などが手に入りにくくなることがあります。また、外出の自粛や国内での流通機能の低下に備えて、食糧も備蓄しておくことが必要です。








本県では、流行が8週間継続した場合、県民の25％が罹患し、198,477人が医療機関で受診すると推計








